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東京都防衛協会東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
東
京
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の
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で
構
成
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れ
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い
る
地

区
協
会
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中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気
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を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
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高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
都
自
衛
隊
協
力
会

連
合
会
創
立
１
周
年
記
念
総
会
資
料

か
ら
、
本
会
設
立
の
経
緯
を
改
め
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
全
国
防
衛
協
会

連
合
会
が
結
成
さ
れ
る
昭
和
64
年
ま

で
の
主
要
な
活
動
を
年
代
順
に
記
述

し
、
当
時
の
東
京
都
防
衛
協
会
の
活

動
を
振
り
返
り
、
そ
の
熱
い
思
い
に

触
れ
た
い
と
と
思
い
ま
す
。

【
こ
の
間
、
昭
和
52
年
６
月
か
ら
杉

田
一
次
氏
（
日
本
郷
友
連
盟
会
長
）

が
第
２
代
会
長
に
、
昭
和
58
年
２
月

か
ら
瀬
川
美
能
留
氏
（
野
村
證
券
会

長
）
が
第
３
代
会
長
に
、
昭
和
63
年

５
月
か
ら
宮
崎

輝
氏
（
旭
化
成
工

業
株
式
会
社
会
長
）
が
第
４
代
会
長

に
就
任
さ
れ
、
本
会
の
充
実
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
】

（
２
）
主
要
な
活
動

昭
和
42
年
１
月
か
ら
機
関
紙
「
東

京
都
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
会
報
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
６
月
創
立
１
周
年
記
念
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
本
会
の
使
命

に
鑑
み
、
発
展
的
に
東
京
都
防
衛
協

会
に
名
称
を
改
め
る
と
と
も
に
会
員

徽
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
43
年
７
月
に
東
部
防

衛
協
会
が
、
昭
和
44
年
に
全
国
防
衛

協
会
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
本
会
が
代
表
幹
事

団
体
と
し
て
尽
力
し
ま
し
た
。

《

創
立
１
周
年
記
念
総
会
資
料

（
Ｓ
42
．
６
．
７
）
か
ら
抜
粋

》

概

況

>

昭
和
40
年
既
成
都
内
15
地
区
協
力

会
が
相
計
り
連
絡
協
議
会
を
設
け
連

合
体
結
成
の
準
備
を
し
て
来
た
が
、

昨
41
年
３
月
27
日
市
ヶ
谷
台
上
に
於

い
て
創
立
総
会
を
行
い
、
呱
々
の
声

を
挙
げ
、
日
清
紡
績
株
式
会
社
会
長
、

日
本
財
界
の
雄
、
桜
田
武
氏
を
会
長

に
迎
え
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の

で
あ
る
。

以
来
此
処
に
満
一
年
夫
々
の
関
係

者
の
献
身
的
な
努
力
に
依
り
苦
難
の

道
を
切
り
拓
き
、
よ
う
や
く
そ
の
基

礎
も
固
ま
り
、
本
年
度
は
具
体
的
活

動
に
向
か
っ
て
諸
施
策
を
立
案
実
施

し
つ
つ
あ
る
。
特
に
都
連
の
特
性
上

内
局
、
陸
、
海
、
空
の
三
幕
、
東
方

総
監
部
、
師
団
、
地
連
等
と
接
触
協

力
の
実
を
効
果
的
に
挙
げ
る
べ
く
受

入
側
、
協
力
側
の
思
想
統
一
を
測
る

と
共
に
、
都
内
未
結
地
区
に
於
け
る

結
成
促
進
に
重
点
を
指
向
し
て
活
動

し
つ
つ
あ
る
。
更
に
全
国
連
合
体
結

成
呼
び
掛
け
に
対
し
て
は
首
都
に
所

在
す
る
都
連
の
特
性
を
自
覚
の
上
行

動
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
東
部
方
面

管
内
1
都
10
県
が
先
ず
提
携
す
る
事

を
計
り
東
部
防
衛
協
会
設
立
準
備
会

も
発
足
し
た
。

（
４
面
に
続
く
）

今
回
は
、
東
京
都
自
衛
隊
協
力
会

連
合
会
創
立
１
周
年
記
念
総
会
資
料

か
ら
、
本
会
設
立
の
経
緯
を
改
め
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
全
国
防
衛
協
会

連
合
会
が
結
成
さ
れ
る
昭
和
64
年
ま

で
の
主
要
な
活
動
を
年
代
順
に
記
述

し
、
当
時
の
東
京
都
防
衛
協
会
の
活

動
を
振
り
返
り
、
そ
の
熱
い
思
い
に

触
れ
た
い
と
と
思
い
ま
す
。

【
こ
の
間
、
昭
和
52
年
６
月
か
ら
杉

田
一
次
氏
（
日
本
郷
友
連
盟
会
長
）

が
第
２
代
会
長
に
、
昭
和
58
年
２
月

か
ら
瀬
川
美
能
留
氏
（
野
村
證
券
会

長
）
が
第
３
代
会
長
に
、
昭
和
63
年

５
月
か
ら
宮
崎

輝
氏
（
旭
化
成
工

業
株
式
会
社
会
長
）
が
第
４
代
会
長

に
就
任
さ
れ
、
本
会
の
充
実
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
】

（
２
）
主
要
な
活
動

昭
和
42
年
１
月
か
ら
機
関
紙
「
東

京
都
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
会
報
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
６
月
創
立
１
周
年
記
念
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
本
会
の
使
命

に
鑑
み
、
発
展
的
に
東
京
都
防
衛
協

会
に
名
称
を
改
め
る
と
と
も
に
会
員

徽
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
43
年
７
月
に
東
部
防

衛
協
会
が
、
昭
和
44
年
に
全
国
防
衛

協
会
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
本
会
が
代
表
幹
事

団
体
と
し
て
尽
力
し
ま
し
た
。

《

創
立
１
周
年
記
念
総
会
資
料

（
Ｓ
42
．
６
．
７
）
か
ら
抜
粋

》

概

況

>

昭
和
40
年
既
成
都
内
15
地
区
協
力

会
が
相
計
り
連
絡
協
議
会
を
設
け
連

合
体
結
成
の
準
備
を
し
て
来
た
が
、

昨
41
年
３
月
27
日
市
ヶ
谷
台
上
に
於

い
て
創
立
総
会
を
行
い
、
呱
々
の
声

を
挙
げ
、
日
清
紡
績
株
式
会
社
会
長
、

日
本
財
界
の
雄
、
桜
田
武
氏
を
会
長

に
迎
え
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の

で
あ
る
。

以
来
此
処
に
満
一
年
夫
々
の
関
係

者
の
献
身
的
な
努
力
に
依
り
苦
難
の

道
を
切
り
拓
き
、
よ
う
や
く
そ
の
基

礎
も
固
ま
り
、
本
年
度
は
具
体
的
活

動
に
向
か
っ
て
諸
施
策
を
立
案
実
施

し
つ
つ
あ
る
。
特
に
都
連
の
特
性
上

内
局
、
陸
、
海
、
空
の
三
幕
、
東
方

総
監
部
、
師
団
、
地
連
等
と
接
触
協

力
の
実
を
効
果
的
に
挙
げ
る
べ
く
受

入
側
、
協
力
側
の
思
想
統
一
を
測
る

と
共
に
、
都
内
未
結
地
区
に
於
け
る

結
成
促
進
に
重
点
を
指
向
し
て
活
動

し
つ
つ
あ
る
。
更
に
全
国
連
合
体
結

成
呼
び
掛
け
に
対
し
て
は
首
都
に
所

在
す
る
都
連
の
特
性
を
自
覚
の
上
行

動
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
東
部
方
面

管
内
1
都
10
県
が
先
ず
提
携
す
る
事

を
計
り
東
部
防
衛
協
会
設
立
準
備
会

も
発
足
し
た
。

（
４
面
に
続
く
）

東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
２
）

東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
２
）

桜と東京都紋章
を組み合わせたも

のと推測されます

桜と東京都紋章
を組み合わせたも

のと推測されます

東
京
都
防
衛
協
会
は
、

6
月
27
日
、
練
馬
駐
屯

地
に
お
い
て
、
東
京
都

隊
友
会
、
東
京
都
父
兄

会
、
東
京
都
郷
友
連
盟
、

東
京
都
募
集
相
談
員
連

絡
協
議
会
の
各
団
体
と

共
催
し
て
熊
本
地
震
の

災
害
派
遣
に
任
じ
た
隊

員
に
対
し
、
慰
労
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

慰
労
の
宴
に
先
立
ち
、

派
遣
隊
長
の
第
34
普
通

科
連
隊
長
白
川
一
佐

（
上
の
写
真
）
及
び
補

給
隊
長
の
大
内
二
佐
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
概

要
に
つ
い
て
、
写
真
や

ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
ニ
ュ
ー

ス
等
で
断
片
的
な
知
識

は
あ
り
ま
し
た
が
、
分

か
り
易
い
説
明
で
全
体

像
が
把
握
で
き
た
様
子

で
し
た
。

引
き
続
き
東
京
都
防

衛
協
会
澤
山
理
事
長
の

挨
拶
を
皮
切
り
に
、
西

師
団
長
の
ご
挨
拶
、
そ

し
て
東
京
都
父
兄
会
岡

本
会
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
慰
労
の
宴
が
始
ま
り

ま
し
た
。

隊
員
約
50
名
、
会
員

約
１
０
０
名
が
16
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
派
遣

隊
員
の
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
苦
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
現
場
の
生
の
話
に

会
員
の
皆
さ
ん
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
東
京
都
募

集
相
談
員
連
絡
協
議
会

佐
原
会
長
の
納
杯
の
音

頭
で
宴
は
幕
を
閉
じ
、

一
連
の
行
事
は
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
！
！常

任
理
事

湖
﨑
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に
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第１師団熊本地震災害派遣、お疲れ様でした！第１師団熊本地震災害派遣、お疲れ様でした！

７
月
27
日
午
後
、
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い

て
特
別
会
員
と
本
部
常
任

理
事
の
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
当
協
会
の

諸
活
動
に
、
特
別
会
員
の

皆
様
の
ご
意
見
な
ど
を
反

映
さ
せ
る
施
策
の
一
つ
と

し
て
初
め
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
特
別
会
員

か
ら
法
人
１
社
及
び
個
人

９
名
、
本
部
か
ら
澤
山
理

事
長
は
じ
め
常
任
理
事
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
別
会
員
か
ら
は
、

○
日
米
共
同
訓
練
や
災
害

対
処
訓
練
な
ど
は
普
段

研
修
で
き
な
い
の
で
印

象
に
残
っ
て
い
る

○
年
代
を
問
わ
ず
に
楽
め

る
よ
う
な
、
当
協
会
な

ら
で
は
の
事
業
を
企
画

し
て
欲
し
い

○
葛
飾
区
や
足
立
区
等
に

防
衛
協
会
が
な
い
の
が

残
念

○
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を

活
用
し
て
情
報
を
発
信

し
た
ら
会
員
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
（
以
上
、

個
人
）

○
防
衛
予
算
は
伸
び
て
い

る
が
、
国
産
装
備
品
に

つ
い
て
は
発
注
が
減
っ

て
い
る
。
防
衛
基
盤
の

維
持
が
大
変
（
法
人
）

な
ど
の
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て

常
任
理
事
が
説
明
・
質
問

す
る
な
ど
活
発
に
意
見
が

交
換
さ
れ
、
和
や
か
な
中

に
終
了
し
ま
し
た
。

（
本
部
事
務
局
）

７
月
27
日
午
後
、
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い

て
特
別
会
員
と
本
部
常
任

理
事
の
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
当
協
会
の

諸
活
動
に
、
特
別
会
員
の

皆
様
の
ご
意
見
な
ど
を
反

映
さ
せ
る
施
策
の
一
つ
と

し
て
初
め
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
特
別
会
員

か
ら
法
人
１
社
及
び
個
人

９
名
、
本
部
か
ら
澤
山
理

事
長
は
じ
め
常
任
理
事
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
別
会
員
か
ら
は
、

○
日
米
共
同
訓
練
や
災
害

対
処
訓
練
な
ど
は
普
段

研
修
で
き
な
い
の
で
印

象
に
残
っ
て
い
る

○
年
代
を
問
わ
ず
に
楽
め

る
よ
う
な
、
当
協
会
な

ら
で
は
の
事
業
を
企
画

し
て
欲
し
い

○
葛
飾
区
や
足
立
区
等
に

防
衛
協
会
が
な
い
の
が

残
念

○
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を

活
用
し
て
情
報
を
発
信

し
た
ら
会
員
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
（
以
上
、

個
人
）

○
防
衛
予
算
は
伸
び
て
い

る
が
、
国
産
装
備
品
に

つ
い
て
は
発
注
が
減
っ

て
い
る
。
防
衛
基
盤
の

維
持
が
大
変
（
法
人
）

な
ど
の
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て

常
任
理
事
が
説
明
・
質
問

す
る
な
ど
活
発
に
意
見
が

交
換
さ
れ
、
和
や
か
な
中

に
終
了
し
ま
し
た
。

（
本
部
事
務
局
）

活
発
に
意
見
交
換
！

活
発
に
意
見
交
換
！

和やかに意見交換する参加者和やかに意見交換する参加者

東京都防衛協会女性部会（江

上栄子会長）は35名の会員の参

加を得て、7月5日、海上自衛隊

横須賀基地及び米海軍基地を研

修しました。

0930研修開

始、横須賀地

方総監 堂下

哲郎海将から

講話をいただ

いた後、タグボートに乗船して

船越地区に移動、掃海母艦「う

らが」では、太平洋戦争後から

今日までの機雷戦部隊の掃海の

歴史及び掃海の要領について学

び、艦内を見学しました。

続いて米海軍基地のクラブで

米国ならではのボリュームたっ

ぷりの食事を満喫してから東京

ドームの90倍以上はあろうかと

思われる基地内を、海上自衛隊

ＯＢの古宇田さんの豊富な経験

に基づく貴重な説明をいただき

ながら見学しました。その後、

護衛艦「むらさめ」を研修、艦

対艦ミサイル発射装置など主要

な装備の性能にビックリすると

ともに艦橋に案内され艦長の気

分を味わせていただきました。

海上自衛隊の皆様、そして部

隊との調整に当たられ、当日は

同行していただいた松下泰士常

任理事（元自衛艦隊司令官）に

心から感謝申し上げます。

女性部会事務局長

谷口和代

（４面に関連記事）

東京都防衛協会女性部会（江

上栄子会長）は35名の会員の参
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船越地区に移動、掃海母艦「う

らが」では、太平洋戦争後から
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び、艦内を見学しました。

続いて米海軍基地のクラブで

米国ならではのボリュームたっ

ぷりの食事を満喫してから東京

ドームの90倍以上はあろうかと

思われる基地内を、海上自衛隊

ＯＢの古宇田さんの豊富な経験

に基づく貴重な説明をいただき

ながら見学しました。その後、

護衛艦「むらさめ」を研修、艦

対艦ミサイル発射装置など主要

な装備の性能にビックリすると

ともに艦橋に案内され艦長の気

分を味わせていただきました。

海上自衛隊の皆様、そして部

隊との調整に当たられ、当日は

同行していただいた松下泰士常

任理事（元自衛艦隊司令官）に
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模擬機雷を前にして説明模擬機雷を前にして説明
護衛艦「むらさめ」艦首にて護衛艦「むらさめ」艦首にて

海自基地・米海軍基地研修 - 横須賀 -海自基地・米海軍基地研修 - 横須賀 -

意
見
交
換
会
・
総
火
演
ツ
ア
ー
実
施
さ
る
！

意
見
交
換
会
・
総
火
演
ツ
ア
ー
実
施
さ
る
！

東
京
都
防
衛
協
会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
特
別
会
員
の
皆
様
が
当

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
更
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
28
年
度
か
ら
「
特
別
会
員
の
皆
様
を
対
象

と
す
る
事
業
」
と
し
て
意
見
交
換
会
と
富
士
総
合
火
力

演
習
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

富
士
総
合
火
力
演
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
８
月
25
日
、
総

勢
45
名
参
加
）
は
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
特
別
会
員
の
皆
様
が
当

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
更
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
28
年
度
か
ら
「
特
別
会
員
の
皆
様
を
対
象

と
す
る
事
業
」
と
し
て
意
見
交
換
会
と
富
士
総
合
火
力

演
習
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

富
士
総
合
火
力
演
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
８
月
25
日
、
総

勢
45
名
参
加
）
は
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

本部事務所が本部事務所が
移転しました！移転しました！

圧
巻
！
総
火
演

圧
巻
！
総
火
演

謝辞を述べる西師団長謝辞を述べる西師団長

富士山を描く大砲の射撃富士山を描く大砲の射撃



第
１
師
団
（
師
団
長

西

陸
将
）
は
７
月
11
日
か
ら

19
日
ま
で
の
間
、
東
・
北

富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

第
34
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

山
之
内
１
佐
）
、
第
１

後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

瓜
生
１
佐
）
、
第
１
特
殊

武
器
防
護
隊
（
隊
長

原
田

２
佐
）
の
訓
練
検
閲
を
実

施
し
、
教
育
訓
練
の
成
果

を
評
価
し
、
そ
の
進
歩
向

上
を
促
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
で
は
６
夜

７
日
に
わ
た
る
戦
術
行
動

の
後
、
34
普
連
は
「
総
合

戦
闘
射
撃
」
、
１
後
支
連
・

１
特
防
は
「
基
本
射
撃
」

を
実
施
し
訓
練
検
閲
の
評

価
に
反
映
し
ま
し
た
。

師
団
は
７
月
５
日
か
ら

８
日
ま
で
の
間
行
わ
れ
た

平
成
28
年
度
自
衛
隊
統
合

防
災
演
習
（
28
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）

に
お
い
て
、
迅
速
な
初
動

対
処
や
被
災
情
報
の
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
活
動

拠
点
展
開
訓
練
、
通
信
検

証
、
航
空
情
報
提
供
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

師
団
は
本
演
習
に
お
い

て
、
幕
僚
活
動
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
現
行
計

画
の
検
証
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
改
善
・
検
討
を
重

ね
、
震
災
対
処
能
力
の
維

持
・
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

練
馬
駐
屯
地
（
司
令

藤

岡
将
補
）
は
７
月
26
日
、

駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
納

涼
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
時
折
小
雨
の
降

る
中
、
昨
年
比
３
千
人
増

の
地
域
住
民
等
約
１
万
人

が
訪
れ
て
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。（

師
団
広
報
班
）

東
京
地
本
（
本
部
長
・

三
宅
陸
将
補
）
は
、
平
成

28
年
７
月
26
日
及
び
８
月

３
日
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
に
お
い
て
、
ま
た
、
７

月
28
日
及
び
８
月
17
日
に

立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
平
成
28
年
度
自
衛

官
等
採
用
説
明
会
を
実
施

し
、
延
べ
５
３
３
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

本
説
明
会
は
、
自
衛
官

候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

防
衛
大
学
校
学
生
等
、
秋

に
実
施
す
る
各
種
採
用
試

験
の
受
験
対
象
者
・
同
保

護
者
等
を
対
象
に
、
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
の
深
化

及
び
受
験
意
欲
の
向
上
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
募
集
課
長
（
藤
田

１
等
陸
佐
）
の
挨
拶
に
は

じ
ま
り
、
全
般
説
明
で
自

衛
隊
の
活
動
、
自
衛
官
の

魅
力
の
ほ
か
、
各
種
採
用

試
験
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
陸
海
空
自
衛

隊
の
各
部
隊
等
で
活
躍
す

る
現
職
自
衛
官
（
リ
ク
ル
ー

タ
）
及
び
現
役
防
衛
大
学

校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学

生
と
の
懇
談
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

特
に
、
現
職
自
衛
官
と

の
懇
談
に
お
い
て
は
、
参

加
者
か
ら
職
種
や
仕
事
へ

の
や
り
が
い
に
つ
い
て
積

極
的
に
質
問
が
出
る
等
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

日
頃
耳
に
す
る
機
会
が
少

な
い
自
衛
官
の
仕
事
内
容
、

勤
務
環
境
、
普
段
の
生
活

等
の
話
を
興
味
深
く
聞
い

て
い
ま
し
た
。

所
見
に
は
「
懇
談
時
に
、

入
隊
し
て
か
ら
の
生
活
等
、

普
段
聞
け
な
い
話
を
聞
け

て
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

「
自
衛
官
の
職
域
が
、
予

想
以
上
に
幅
広
く
あ
る
こ

と
を
知
り
受
験
意
欲
が
湧

い
た
」
等
好
意
的
な
所
見

を
多
数
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も

部
隊
見
学
や
各
種
説
明
会

を
通
し
て
、
対
象
者
等
に

自
衛
隊
の
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と

も
に
、
部
隊
、
父
兄
会
、

隊
友
会
等
と
の
密
接
な
連

携
を
維
持
し
て
、
秋
に
実

施
す
る
各
種
採
用
試
験
に

多
く
の
受
験
者
が
集
ま
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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地
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）
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ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
平
成
28
年
度
自
衛

官
等
採
用
説
明
会
を
実
施

し
、
延
べ
５
３
３
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

本
説
明
会
は
、
自
衛
官

候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

防
衛
大
学
校
学
生
等
、
秋

に
実
施
す
る
各
種
採
用
試

験
の
受
験
対
象
者
・
同
保

護
者
等
を
対
象
に
、
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
の
深
化

及
び
受
験
意
欲
の
向
上
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
募
集
課
長
（
藤
田

１
等
陸
佐
）
の
挨
拶
に
は

じ
ま
り
、
全
般
説
明
で
自

衛
隊
の
活
動
、
自
衛
官
の

魅
力
の
ほ
か
、
各
種
採
用

試
験
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
陸
海
空
自
衛

隊
の
各
部
隊
等
で
活
躍
す

る
現
職
自
衛
官
（
リ
ク
ル
ー

タ
）
及
び
現
役
防
衛
大
学

校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学

生
と
の
懇
談
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

特
に
、
現
職
自
衛
官
と

の
懇
談
に
お
い
て
は
、
参

加
者
か
ら
職
種
や
仕
事
へ

の
や
り
が
い
に
つ
い
て
積

極
的
に
質
問
が
出
る
等
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

日
頃
耳
に
す
る
機
会
が
少

な
い
自
衛
官
の
仕
事
内
容
、

勤
務
環
境
、
普
段
の
生
活

等
の
話
を
興
味
深
く
聞
い

て
い
ま
し
た
。

所
見
に
は
「
懇
談
時
に
、

入
隊
し
て
か
ら
の
生
活
等
、

普
段
聞
け
な
い
話
を
聞
け

て
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

「
自
衛
官
の
職
域
が
、
予

想
以
上
に
幅
広
く
あ
る
こ

と
を
知
り
受
験
意
欲
が
湧

い
た
」
等
好
意
的
な
所
見

を
多
数
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も

部
隊
見
学
や
各
種
説
明
会

を
通
し
て
、
対
象
者
等
に

自
衛
隊
の
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と

も
に
、
部
隊
、
父
兄
会
、

隊
友
会
等
と
の
密
接
な
連

携
を
維
持
し
て
、
秋
に
実

施
す
る
各
種
採
用
試
験
に

多
く
の
受
験
者
が
集
ま
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
地
本
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（２号） 平成２８年１０月１日（２） 東京都防衛協会会報（２号） 平成２８年１０月１日

練
馬
駐
屯
地
は
池
袋
か

ら
西
へ
約
７
キ
ロ
、
川
越

街
道
沿
い
に
位
置
し
、
緑

豊
か
な
自
然
、
貴
重
な
文

化
財
な
ど
、
魅
力
溢
れ
る

街
、
練
馬
区
に
所
在
し
て

お
り
ま
す
。

練
馬
駐
屯
地
は
終
戦
後
、

警
察
予
備
隊
発
足
に
あ
た

り
、
東
京
及
び
関
東
を
警

備
す
る
主
力
部
隊
の
第
１

管
区
隊
所
在
駐
屯
地
に
決

定
さ
れ
、
各
地
か
ら
部
隊

が
移
駐
し
、
昭
和
26
年
12

月
、
練
馬
駐
屯
地
と
し
て

開
庁
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

幾
多
の
改
編
を
行
い
、
平

成
14
年
に
政
経
中
枢
師
団

と
し
て
の
第
１
師
団
司
令

部
が
所
在
す
る
練
馬
駐
屯

地
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

駐
屯
地
に
は
第
１
師
団

司
令
部
を
は
じ
め
と
し
た

13
個
単
位
の
部
隊
、
約
２

５
０
０
人
の
隊
員
が
所
在

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
大
部
分
を
占
め
る
第

１
師
団
は
、
東
京
都
、
茨

城
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
及
び

静
岡
県
の
１
都
６
県
の
防

衛
警
備
・
災
害
派
遣
な
ど

を
主
任
務
と
し
、
多
様
な

任
務
に
即
動
で
き
る
よ
う

各
種
訓
練
に
励
む
と
と
も

に
、
国
賓
・
公
賓
の
来
日

に
伴
う
と
列
・
礼
砲
等
の

国
家
的
行
事
へ
の
参
加
、

自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
に

お
け
る
観
閲
部
隊
と
し
て

の
参
加
、
国
際
平
和
協
力

活
動
へ
の
参
加
等
様
々
な

隊
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

練
馬
駐
屯
地
は
東
京
都

23
区
内
で
実
動
部
隊
が
所

在
す
る
唯
一
の
駐
屯
地
で

あ
り
、
今
後
も
地
域
と
と

も
に
隊
員
一
同
、
皆
様
の

期
待
や
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
隊
務
に
精
励
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
第
１
師
団
司
令
部
）

練
馬
駐
屯
地
は
池
袋
か

ら
西
へ
約
７
キ
ロ
、
川
越

街
道
沿
い
に
位
置
し
、
緑

豊
か
な
自
然
、
貴
重
な
文

化
財
な
ど
、
魅
力
溢
れ
る

街
、
練
馬
区
に
所
在
し
て

お
り
ま
す
。

練
馬
駐
屯
地
は
終
戦
後
、

警
察
予
備
隊
発
足
に
あ
た

り
、
東
京
及
び
関
東
を
警

備
す
る
主
力
部
隊
の
第
１

管
区
隊
所
在
駐
屯
地
に
決

定
さ
れ
、
各
地
か
ら
部
隊

が
移
駐
し
、
昭
和
26
年
12

月
、
練
馬
駐
屯
地
と
し
て

開
庁
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

幾
多
の
改
編
を
行
い
、
平

成
14
年
に
政
経
中
枢
師
団

と
し
て
の
第
１
師
団
司
令

部
が
所
在
す
る
練
馬
駐
屯

地
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

駐
屯
地
に
は
第
１
師
団

司
令
部
を
は
じ
め
と
し
た

13
個
単
位
の
部
隊
、
約
２

５
０
０
人
の
隊
員
が
所
在

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
大
部
分
を
占
め
る
第

１
師
団
は
、
東
京
都
、
茨

城
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
及
び

静
岡
県
の
１
都
６
県
の
防

衛
警
備
・
災
害
派
遣
な
ど

を
主
任
務
と
し
、
多
様
な

任
務
に
即
動
で
き
る
よ
う

各
種
訓
練
に
励
む
と
と
も

に
、
国
賓
・
公
賓
の
来
日

に
伴
う
と
列
・
礼
砲
等
の

国
家
的
行
事
へ
の
参
加
、

自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
に

お
け
る
観
閲
部
隊
と
し
て

の
参
加
、
国
際
平
和
協
力

活
動
へ
の
参
加
等
様
々
な

隊
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

練
馬
駐
屯
地
は
東
京
都

23
区
内
で
実
動
部
隊
が
所

在
す
る
唯
一
の
駐
屯
地
で

あ
り
、
今
後
も
地
域
と
と

も
に
隊
員
一
同
、
皆
様
の

期
待
や
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
隊
務
に
精
励
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
第
１
師
団
司
令
部
）

練 馬練 馬

桜舞う中の観閲行進桜舞う中の観閲行進

師団司令部庁舎（H27.10 完成）師団司令部庁舎（H27.10 完成）

敵
の
侵
攻
を

阻
止
せ
よ
！

第
１
師
団
訓
練
検
閲

敵
の
侵
攻
を

阻
止
せ
よ
！

第
１
師
団
訓
練
検
閲

防護マスクを着けて射撃する１特防防護マスクを着けて射撃する１特防 横転した車両を回収する１後支横転した車両を回収する１後支 敵を待ち構える３４普連隊員敵を待ち構える３４普連隊員

震
災
対
処
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て

震
災
対
処
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て現地調整所での状況報告現地調整所での状況報告

18日の戦闘射撃に先立ち実施し

た演習場安全確認の際、１飛のＵ

Ｈ‐１Ｊが、前日から富士山登山

中に行方不明となっていた民間人

を発見（写真）し、これを収容し

て、御殿場小山消防署救急車へ引

き継ぎ救助しました。

18日の戦闘射撃に先立ち実施し

た演習場安全確認の際、１飛のＵ

Ｈ‐１Ｊが、前日から富士山登山

中に行方不明となっていた民間人

を発見（写真）し、これを収容し

て、御殿場小山消防署救急車へ引

き継ぎ救助しました。

遭難者を発見・救出遭難者を発見・救出

雨中に咲く打ち上げ花火雨中に咲く打ち上げ花火

納
涼
祭
開
催
！

納
涼
祭
開
催
！

衛生科隊員と患者を輸送する１飛衛生科隊員と患者を輸送する１飛

参加者に挨拶する募集課長参加者に挨拶する募集課長

現職自衛官との懇談現職自衛官との懇談

平成２８年度自衛官等
採用説明会を実施
平成２８年度自衛官等
採用説明会を実施

◎11/3（木・祝）入間基地航空祭

◎11/27（日）百里基地航空祭

◎12/9（金）東京音楽隊第５５回定例演奏会

（すみだトリフォニーホール）

※防衛省・自衛隊のイベント情報は、

「全国イベントマップ」

http://www.mod.go.jp/j/publicatior

◎12/9（金）＃７オフィスツアー 横須賀

（海自 護衛艦等）10月上旬地本HP公開

◎12/14（水）＃５市ヶ谷オフィスツアー

（歯科・薬科） 10月中旬地本HP公開

◎11/3（木・祝）入間基地航空祭

◎11/27（日）百里基地航空祭

◎12/9（金）東京音楽隊第５５回定例演奏会

（すみだトリフォニーホール）

※防衛省・自衛隊のイベント情報は、

「全国イベントマップ」

http://www.mod.go.jp/j/publicatior

◎12/9（金）＃７オフィスツアー 横須賀

（海自 護衛艦等）10月上旬地本HP公開

◎12/14（水）＃５市ヶ谷オフィスツアー

（歯科・薬科） 10月中旬地本HP公開

駐屯地・基地イベント情報駐屯地・基地イベント情報

職場研修（募集課イベント）職場研修（募集課イベント）

職場研修の対象：自衛官に興味のある大学生・大学院生

お問い合わせ先：東京地本募集課 03-3260-0543

mail:rekul@rct.gsdf.mod.go.jp

職場研修の対象：自衛官に興味のある大学生・大学院生

お問い合わせ先：東京地本募集課 03-3260-0543

mail:rekul@rct.gsdf.mod.go.jp

逐次活動状況を掲載中
https://www.

facebook.com/

gsdf1stdivision/

逐次活動状況を掲載中
https://www.

facebook.com/

gsdf1stdivision/

第１師団Facebook第１師団Facebook



西
東
京
市
防
衛
協
会
は
、

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）

に
発
足
し
、
平
成
13
年
の

田
無
市
と
保
谷
市
の
合
併

に
伴
い
、
現
在
の
名
称
に

変
更
し
、
約
４
０
０
名
の

会
員
数
を
有
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
国
防
の
重
要
性

を
認
識
し
、
防
衛
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て
数
々
の
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
5
月
7
日

に
「
第
36
回
定
期
総
会
」
、

５
月
30
日
に
は
、
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地
部
隊
見
学

会
を
西
東
京
隊
友
会
と
合

同
で
開
催
し
、
8
月
25
日

に
は
富
士
総
合
火
力
演
習

見
学
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
、
音
楽
ま
つ

り
へ
の
斡
旋
、
西
東
京
市

民
ま
つ
り
、
防
災
訓
練
へ

の
参
加
、
四
市
賀
詞
交
歓

会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
会
員
数

の
減
少
が
進
む
一
方
、
各

事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

が
増
え
て
お
り
、
自
衛
隊

へ
の
信
頼
と
関
心
が
高
ま

り
、
次
代
を
担
う
若
い
世

代
の
会
員
増
強
に
も
成
果

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、

東
京
都
防
衛
協
会
を
は
じ

め
、
近
隣
市
防
衛
協
会
と

の
連
携
を
密
に
図
り
な
が

ら
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的

脅
威
に
も
臆
す
る
こ
と
な

く
自
衛
隊
へ
の
後
方
支
援

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

会
長

山
田
忠
昭

６
月
26
日
（
日
）
、
三

鷹
市
防
衛
協
会
で
は
第
13

回
定
期
総
会
を
三
鷹
市
公

会
堂
さ
ん
さ
ん
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
東
京
都
防
衛

協
会
の
澤
山
理
事
長
を
は

じ
め
、
西
東
京
市
防
衛
協

会
・
山
田
会
長
、
武
蔵
野

市
防
衛
協
会
・
森
田
事
務

局
長
、
三
鷹
市
自
衛
隊
保

護
者
会
・
市
川
会
長
、
そ

し
て
今
回
の
総
会
で
初
め

て
三
鷹
青
年
会
議
所
か
ら

森
田
理
事
長
に
参
列
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

金
井
富
雄
会
長
の
再
任

等
、
無
事
に
い
く
つ
か
の

議
案
の
承
認
を
得
た
総
会

に
続
き
、
恒
例
の
防
衛
講

話
を
、
西
東
京
地
域
事
務

所
所
長
の
田
沢
一
尉
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

募
集
に
関
わ
る
四
方
山

話
し
の
な
か
で
、
課
題
や

入
隊
希
望
者
の
情
報
提
供

の
有
効
性
な
ど
、
普
段
、

市
民
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
事
柄
を
お
話
し

い
た
だ
き
、
会
員
に
は
自

衛
隊
へ
の
協
力
の
更
な
る

重
要
さ
が
意
識
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

約
40
名
の
出
席
者
が
食
卓

を
囲
み
、
和
や
か
に
話
し

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

会
長

金
井
富
雄

６
月
22
日
（
水
）
午
後

５
時
30
分
よ
り
板
橋
区
防

衛
協
会
の
第
17
回
総
会
・

懇
親
会
が
、
区
立
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

総
会
は
、
木
村
忠
義
副

会
長
の
司
会
、
高
田
修
副

会
長
の
議
長
に
よ
り
滞
り

な
く
終
了
し
、
役
員
改
選

は
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

懇
親
会
に
入
り
、
高
山

哲
夫
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
瀬
尾

会
長
よ
り
、
総
会
で
も
質

問
の
あ
っ
た
会
員
増
強
に

関
し
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
祝
辞
に
移
っ
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
一
師
団

は
、
首
都
圏
の
防
衛
が
本

来
の
任
務
で
あ
る
が
、
熊

本
地
震
に
派
遣
さ
れ
た
よ

う
に
、
全
国
に
目
を
向
け

て
対
策
を
し
て
ゆ
く
と
い

う
第
一
師
団
副
師
団
長
兼

ね
て
練
馬
駐
屯
地
司
令
藤

岡
登
志
樹
陸
将
補
、
自
衛

隊
の
最
大
の
任
務
は
国
防

と
い
う
佐
藤
正
久
参
議
院

議
員
、
都
議
会
議
員
を
代

表
し
て
河
野
ゆ
う
き
都
議

会
議
員
、
参
列
区
議
会
議

員
総
勢
23
名
を
代
表
し
て

杉
田
ひ
ろ
し
区
議
会
議
長
、

板
橋
区
長
代
理
の
久
保
田

義
幸
防
災
危
機
管
理
室
長

の
祝
辞
が
あ
り
、
澤
山
正

一
東
京
都
防
衛
協
会
理
事

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
歓
談

に
入
り
、
柴
田
純
一
理
事

の
中
締
め
で
大
盛
会
の
う

ち
に
散
会
と
な
っ
た
。

会
長

瀬
尾
正
弘

自
衛
隊
の
応
援
団
と
し

て
機
能
す
る
た
め
に
は
会

員
相
互
の
親
睦
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
な
ん
と

言
っ

て
も
「

呑
む
」

＋

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、

即
ち
「
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
一
番
で
す
。

こ

の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
羽
村
市
防
衛
協

会
の
行
事
に
は
「
ノ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
」
が
多
い

の
で
す
。

●
10
月
「
習
志
野
駐
屯
地

研
修
」
：
部
隊
食
を
体
験

後
の
帰
り
の
バ
ス
で
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
●

12
月
「
忘
年
会
」
：
一
年

で
一
番
お
酒
を
飲
む
日
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
サ
ー
が

登
場
、
「
踊
り
子
さ
ん
の

体
を
触
ら
な
い
よ
う
に
」

と
注
意
●
１
月
「
新
年
賀

詞
会
」
：
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の

方
に
よ
る
「
新
春
防
衛
講

話
」
が
終
わ
る
頃
に
は
お

腹
も
空
き
、
喉
も
渇
き
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

Ｂ

Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｏ

ゲ
ー

ム
で

「
羽
村
米
」
な
ど
景
品
多

数
、
「
飲
み
た
い
放
題
、

払
い
た
い
放
題
」
で
赤
字

●
６
月
「
定
期
総
会
」
：

議
案
へ
の
質
疑
応
答
も
な

く
役
員
ほ
っ
と
し
、
直
ち

に
・
・
・
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
●
７
月
「
納
涼
：

格
別
に
暑
い
日
で
し
た
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

ベ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
の
「
腰

振
る
街
角
」
で
、
鼻
の
下

が
伸
び
放
題
●
８
月
「
富

士
総
合
火
力
演
習
」
：
帰

り
の
バ
ス
で
は
や
っ
ぱ
り

「
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
・
・
・

か
く
し
て
会
員
間
の
懇
親

が
図
ら
れ
強
力
な
自
衛
隊

応
援
団
に
な
る
の
で
す
。

会
計

濱
本
嶺
生

西
東
京
市
防
衛
協
会
は
、

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）

に
発
足
し
、
平
成
13
年
の

田
無
市
と
保
谷
市
の
合
併

に
伴
い
、
現
在
の
名
称
に

変
更
し
、
約
４
０
０
名
の

会
員
数
を
有
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
国
防
の
重
要
性

を
認
識
し
、
防
衛
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て
数
々
の
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
5
月
7
日

に
「
第
36
回
定
期
総
会
」
、

５
月
30
日
に
は
、
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地
部
隊
見
学

会
を
西
東
京
隊
友
会
と
合

同
で
開
催
し
、
8
月
25
日

に
は
富
士
総
合
火
力
演
習

見
学
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
、
音
楽
ま
つ

り
へ
の
斡
旋
、
西
東
京
市

民
ま
つ
り
、
防
災
訓
練
へ

の
参
加
、
四
市
賀
詞
交
歓

会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
会
員
数

の
減
少
が
進
む
一
方
、
各

事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

が
増
え
て
お
り
、
自
衛
隊

へ
の
信
頼
と
関
心
が
高
ま

り
、
次
代
を
担
う
若
い
世

代
の
会
員
増
強
に
も
成
果

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、

東
京
都
防
衛
協
会
を
は
じ

め
、
近
隣
市
防
衛
協
会
と

の
連
携
を
密
に
図
り
な
が

ら
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的

脅
威
に
も
臆
す
る
こ
と
な

く
自
衛
隊
へ
の
後
方
支
援

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

会
長

山
田
忠
昭

６
月
26
日
（
日
）
、
三

鷹
市
防
衛
協
会
で
は
第
13

回
定
期
総
会
を
三
鷹
市
公

会
堂
さ
ん
さ
ん
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
東
京
都
防
衛

協
会
の
澤
山
理
事
長
を
は

じ
め
、
西
東
京
市
防
衛
協

会
・
山
田
会
長
、
武
蔵
野

市
防
衛
協
会
・
森
田
事
務

局
長
、
三
鷹
市
自
衛
隊
保

護
者
会
・
市
川
会
長
、
そ

し
て
今
回
の
総
会
で
初
め

て
三
鷹
青
年
会
議
所
か
ら

森
田
理
事
長
に
参
列
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

金
井
富
雄
会
長
の
再
任

等
、
無
事
に
い
く
つ
か
の

議
案
の
承
認
を
得
た
総
会

に
続
き
、
恒
例
の
防
衛
講

話
を
、
西
東
京
地
域
事
務

所
所
長
の
田
沢
一
尉
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

募
集
に
関
わ
る
四
方
山

話
し
の
な
か
で
、
課
題
や

入
隊
希
望
者
の
情
報
提
供

の
有
効
性
な
ど
、
普
段
、

市
民
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
事
柄
を
お
話
し

い
た
だ
き
、
会
員
に
は
自

衛
隊
へ
の
協
力
の
更
な
る

重
要
さ
が
意
識
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

約
40
名
の
出
席
者
が
食
卓

を
囲
み
、
和
や
か
に
話
し

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

会
長

金
井
富
雄

６
月
22
日
（
水
）
午
後

５
時
30
分
よ
り
板
橋
区
防

衛
協
会
の
第
17
回
総
会
・

懇
親
会
が
、
区
立
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

総
会
は
、
木
村
忠
義
副

会
長
の
司
会
、
高
田
修
副

会
長
の
議
長
に
よ
り
滞
り

な
く
終
了
し
、
役
員
改
選

は
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

懇
親
会
に
入
り
、
高
山

哲
夫
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
瀬
尾

会
長
よ
り
、
総
会
で
も
質

問
の
あ
っ
た
会
員
増
強
に

関
し
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
祝
辞
に
移
っ
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
一
師
団

は
、
首
都
圏
の
防
衛
が
本

来
の
任
務
で
あ
る
が
、
熊

本
地
震
に
派
遣
さ
れ
た
よ

う
に
、
全
国
に
目
を
向
け

て
対
策
を
し
て
ゆ
く
と
い

う
第
一
師
団
副
師
団
長
兼

ね
て
練
馬
駐
屯
地
司
令
藤

岡
登
志
樹
陸
将
補
、
自
衛

隊
の
最
大
の
任
務
は
国
防

と
い
う
佐
藤
正
久
参
議
院

議
員
、
都
議
会
議
員
を
代

表
し
て
河
野
ゆ
う
き
都
議

会
議
員
、
参
列
区
議
会
議

員
総
勢
23
名
を
代
表
し
て

杉
田
ひ
ろ
し
区
議
会
議
長
、

板
橋
区
長
代
理
の
久
保
田

義
幸
防
災
危
機
管
理
室
長

の
祝
辞
が
あ
り
、
澤
山
正

一
東
京
都
防
衛
協
会
理
事

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
歓
談

に
入
り
、
柴
田
純
一
理
事

の
中
締
め
で
大
盛
会
の
う

ち
に
散
会
と
な
っ
た
。

会
長

瀬
尾
正
弘

自
衛
隊
の
応
援
団
と
し

て
機
能
す
る
た
め
に
は
会

員
相
互
の
親
睦
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
な
ん
と

言
っ

て
も
「

呑
む
」

＋

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、

即
ち
「
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
一
番
で
す
。

こ

の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
羽
村
市
防
衛
協

会
の
行
事
に
は
「
ノ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
」
が
多
い

の
で
す
。

●
10
月
「
習
志
野
駐
屯
地

研
修
」
：
部
隊
食
を
体
験

後
の
帰
り
の
バ
ス
で
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
●

12
月
「
忘
年
会
」
：
一
年

で
一
番
お
酒
を
飲
む
日
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
サ
ー
が

登
場
、
「
踊
り
子
さ
ん
の

体
を
触
ら
な
い
よ
う
に
」

と
注
意
●
１
月
「
新
年
賀

詞
会
」
：
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の

方
に
よ
る
「
新
春
防
衛
講

話
」
が
終
わ
る
頃
に
は
お

腹
も
空
き
、
喉
も
渇
き
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

Ｂ

Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｏ

ゲ
ー

ム
で

「
羽
村
米
」
な
ど
景
品
多

数
、
「
飲
み
た
い
放
題
、

払
い
た
い
放
題
」
で
赤
字

●
６
月
「
定
期
総
会
」
：

議
案
へ
の
質
疑
応
答
も
な

く
役
員
ほ
っ
と
し
、
直
ち

に
・
・
・
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
●
７
月
「
納
涼
：

格
別
に
暑
い
日
で
し
た
・
・
・

ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⇒

ベ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
の
「
腰

振
る
街
角
」
で
、
鼻
の
下

が
伸
び
放
題
●
８
月
「
富

士
総
合
火
力
演
習
」
：
帰

り
の
バ
ス
で
は
や
っ
ぱ
り

「
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
・
・
・

か
く
し
て
会
員
間
の
懇
親

が
図
ら
れ
強
力
な
自
衛
隊

応
援
団
に
な
る
の
で
す
。

会
計

濱
本
嶺
生
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練
馬
区
防
衛
協
会
は
昭

和
37
年
に
練
馬
区
自
衛
隊

協
力
会
の
名
称
の
も
と
で

設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に

は
『
須
田
操
練
馬
区
長
』

が
、
会
の
顧
問
に
は
そ
の

当
時
の
東
竜
太
郎
都
知
事
、

中
村
梅
吉
代
議
士
な
ど
が

名
前
を
連
ね
、
会
の
重
厚

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

2
年
後
の
39
年
に
は
会

員
数
も
３
０
０
名
と
な
り

活
動
が
活
発
化
し
、
昭
和

41
年
に
東
京
都
防
衛
協
会

が
発
足
す
る
機
会
を
得
て
、

私
ど
も
の
会
も
「
練
馬
区

防
衛
協
会
」
に
改
称
致
し

ま
し
た
。

そ
の
後
も
歴
代
の
会
長

は
練
馬
区
の
産
業
界
の
重

鎮
が
務
め
ら
れ
、
研
修
会

な
ど
各
地
の
駐
屯
地
や
防

衛
大
学
校
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
駐
屯
地
緑

化
促
進
か
ら
樹
木
の
寄
贈

等
も
行
い
、
現
在
も
自
衛

隊
が
面
す
る
川
越
街
道
沿

い
の
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込
み

も
そ
の
当
時
の
も
の
で
す
。

隊
員
激
励
に
つ
き
ま
し

て
も
古
く
は
雲
仙
普
賢
岳

の
派
遣
隊
員
に
現
地
へ
赴

い
て
激
励
し
た
り
、
イ
ラ

ク
サ
マ
ー
ワ
へ
の
隊
員
壮

行
を
行
な
い
、
地
域
で
は
、

隊
員
の
無
事
の
帰
還
を
願
っ

て
黄
色
い
リ
ボ
ン
運
動
な

ど
が
行
わ
れ
多
く
の
店
先

に
黄
色
い
リ
ボ
ン
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
防
衛
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
活
動
も
駐
屯
地
司

令
や
師
団
長
・
防
衛
課
長

等
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
な
ど
盛
大
に
行
な
い
ま

し
た
。

こ
の
様
な
駐
屯
地
と
の

深
い
関
わ
り
は
地
元
だ
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、
自
衛
隊

も
歴
史
と
共
に
、
そ
の
果

た
す
役
割
を
国
民
か
ら
理

解
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
る
現

状
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
、

大
変
喜
ば
し
い
一
方
で
防

災
の
訓
練
出
動
で
も
反
対

す
る
団
体
が
未
だ
あ
り
、

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い

だ
『
防
衛
意
識
の
高
揚
、

自
衛
隊
の
活
動
へ
の
支
援
・

協
力
』
を
、
更
に
発
展
さ

せ
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

会
長

村
上

悦
栄

練
馬
区
防
衛
協
会
は
昭

和
37
年
に
練
馬
区
自
衛
隊

協
力
会
の
名
称
の
も
と
で

設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に

は
『
須
田
操
練
馬
区
長
』

が
、
会
の
顧
問
に
は
そ
の

当
時
の
東
竜
太
郎
都
知
事
、

中
村
梅
吉
代
議
士
な
ど
が

名
前
を
連
ね
、
会
の
重
厚

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

2
年
後
の
39
年
に
は
会

員
数
も
３
０
０
名
と
な
り

活
動
が
活
発
化
し
、
昭
和

41
年
に
東
京
都
防
衛
協
会

が
発
足
す
る
機
会
を
得
て
、

私
ど
も
の
会
も
「
練
馬
区

防
衛
協
会
」
に
改
称
致
し

ま
し
た
。

そ
の
後
も
歴
代
の
会
長

は
練
馬
区
の
産
業
界
の
重

鎮
が
務
め
ら
れ
、
研
修
会

な
ど
各
地
の
駐
屯
地
や
防

衛
大
学
校
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
駐
屯
地
緑

化
促
進
か
ら
樹
木
の
寄
贈

等
も
行
い
、
現
在
も
自
衛

隊
が
面
す
る
川
越
街
道
沿

い
の
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込
み

も
そ
の
当
時
の
も
の
で
す
。

隊
員
激
励
に
つ
き
ま
し

て
も
古
く
は
雲
仙
普
賢
岳

の
派
遣
隊
員
に
現
地
へ
赴

い
て
激
励
し
た
り
、
イ
ラ

ク
サ
マ
ー
ワ
へ
の
隊
員
壮

行
を
行
な
い
、
地
域
で
は
、

隊
員
の
無
事
の
帰
還
を
願
っ

て
黄
色
い
リ
ボ
ン
運
動
な

ど
が
行
わ
れ
多
く
の
店
先

に
黄
色
い
リ
ボ
ン
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
防
衛
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
活
動
も
駐
屯
地
司

令
や
師
団
長
・
防
衛
課
長

等
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
な
ど
盛
大
に
行
な
い
ま

し
た
。

こ
の
様
な
駐
屯
地
と
の

深
い
関
わ
り
は
地
元
だ
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、
自
衛
隊

も
歴
史
と
共
に
、
そ
の
果

た
す
役
割
を
国
民
か
ら
理

解
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
る
現

状
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
、

大
変
喜
ば
し
い
一
方
で
防

災
の
訓
練
出
動
で
も
反
対

す
る
団
体
が
未
だ
あ
り
、

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い

だ
『
防
衛
意
識
の
高
揚
、

自
衛
隊
の
活
動
へ
の
支
援
・

協
力
』
を
、
更
に
発
展
さ

せ
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

会
長

村
上

悦
栄

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

西
東
京
市

西
東
京
市

三
鷹
市

三
鷹
市

板
橋
区

板
橋
区

羽
村
市

羽
村
市

練
馬
区
防
衛
協
会

練
馬
区
防
衛
協
会

イラクに赴く隊員の激励イラクに赴く隊員の激励

吉田圭秀陸幕防衛課長（当時）
による防衛セミナー

吉田圭秀陸幕防衛課長（当時）
による防衛セミナー

総会で挨拶する瀬尾会長総会で挨拶する瀬尾会長

平成２８年７月８日、西多

摩地区の９つの防衛協会、青

梅・奥多摩自衛隊父兄会、募

集相談員連絡協議会福生支部

とで構成される「西多摩地区

自衛隊協力団体連絡協議会」

（会長・福生市防衛協会会長

山崎皓久氏）の定期総会が青

梅スイートプラムで開かれま

した。総会は、国歌斉唱に始

まり、議長の山崎会長のもと、

①２７年度の事業報告及び収

支決算②２８年度事業計画及

び収支予算③役員人事が承認

されました。

また、ご来賓の環境・内閣

府副大臣の井上信治氏、都議

会議員の野村有信氏、林田武

氏、航空自衛隊横田基地司令

鎌田修一氏、福生募集案内所

所長の成田智子氏から本会に

対するご支援の挨拶を頂きま

した。

本会の最大の事業である、

「入隊予定者激励会」は福生

募集案内所のご協力を得て、

毎年３月上旬に、総会と同じ

この会場で開催しています。

昨年度は入隊者４６名のうち

４０名とご家族、高校・中学

校の先生方を招待し、入隊者

全員から抱負や将来の夢を語っ

て頂きました。

今年度も西多摩地区から多

くの入隊者を送れるよう、地

区防衛協会・父兄会・募集相

談員が連携を図っていきます。

同協議会事務局長

青木 豊
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されました。
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所長の成田智子氏から本会に

対するご支援の挨拶を頂きま

した。

本会の最大の事業である、

「入隊予定者激励会」は福生

募集案内所のご協力を得て、

毎年３月上旬に、総会と同じ

この会場で開催しています。

昨年度は入隊者４６名のうち

４０名とご家族、高校・中学

校の先生方を招待し、入隊者

全員から抱負や将来の夢を語っ

て頂きました。

今年度も西多摩地区から多

くの入隊者を送れるよう、地

区防衛協会・父兄会・募集相

談員が連携を図っていきます。

同協議会事務局長

青木 豊

西多摩地区の更なる連携強化を目指して！西多摩地区の更なる連携強化を目指して！

総会で挨拶する山崎会長総会で挨拶する山崎会長

空自入間基地研修空自入間基地研修

田沢所長の防衛講話田沢所長の防衛講話

ベリーダンサーとの記念写真ベリーダンサーとの記念写真

６
月
８
日
、
品
川
区
に

防
衛
協
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
品
川
区

の
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午

後
６
時
30
分
か
ら
発
足
式

が
行
わ
れ
、
初
代
会
長
と

し
て
狩
野
享
右
氏
は
じ
め

主
要
な
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
東
京
都
防

衛
協
会
か
ら
澤
山
正
一
理

事
長
、
東
京
地
方
協
力
本

部
か
ら
坂
下
誠
五
反
田
募

集
案
内
所
長
、
地
元
か
ら

曽
田
健
史
災
害
対
策
担
当

部
長
、
市
議
会
議
員
等
及

び
60
名
を
超
え
る
会
員
が

出
席
す
る
中
、
狩
野
会
長

の
就
任
挨
拶
及
び
来
賓
の

祝
辞
に
引
き
続
き
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
の

設
立
を
お
祝
い
し
、
今
後

の
活
躍
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
る
等
和
気
藹
々
と
し

た
雰
囲
気
の
裡
に
、
当
協

会
と
し
て
活
動
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

昨
今
の
厳
し
い
国
内
外

情
勢
の
中
、
東
京
都
防
衛

協
会
の
37
番
目
の
地
区
協

会
と
し
て
当
協
会
が
発
足

さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
意

義
深
く
、
狩
野
氏
を
会
長

と
す
る
当
協
会
の
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
大
い
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
常
任
理
事

渡
邊
元
旦
）
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踏
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し
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。
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今
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国
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情
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の
中
、
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防
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会
の
37
番
目
の
地
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会
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し
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当
協
会
が
発
足
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こ
と
は
極
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深
く
、
狩
野
氏
を
会
長

と
す
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当
協
会
の
こ
れ
か

ら
の
活
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い
に
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い
と
思
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ま
す
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元
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品
川
区
に
防
衛
協
会
結
成
！

品
川
区
に
防
衛
協
会
結
成
！就任挨拶する狩野会長就任挨拶する狩野会長

東京都防衛協会創立５０周年

記念行事が下記の要領で開催さ

れます。会員の皆様のご参加を

心からお待ちしています。

記

◎平成２９年２月９日（木）

1300～1730

◎明治記念館

◎実施行事

・記念講演

・記念式典

・祝賀会食

東京都防衛協会創立５０周年

記念行事が下記の要領で開催さ

れます。会員の皆様のご参加を

心からお待ちしています。

記

◎平成２９年２月９日（木）

1300～1730

◎明治記念館

◎実施行事

・記念講演

・記念式典

・祝賀会食

５０周年記念行事５０周年記念行事



大
変
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
研
修
で

し
た
。

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地

方
総
監
の
堂
下
様
か
ら
直

接
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受

け
て
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

掃
海
母
艦
「
う
ら
が
」
、

護
衛
艦
「
む
ら
さ
め
」
に

乗
艦
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
日
本
の
平
和
と

独
立
を
守
り
、
国
の
安
全

を
保
つ
た
め
に
危
険
な
任

務
に
従
事
し
、
日
夜
勤
務

に
励
ん
で
お
ら
れ
る
隊
員

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
し
、

隊
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
無
事
を
祈
念
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
米
海
軍
横
須
賀
基

地
内
の
見
学
は
、
横
須
賀

鎮
守
府
の
所
管
で
あ
っ
た
、

旧
横
須
賀
海
軍
造
船
所
内

の
多
く
の
軍
艦
を
製
造
し

て
き
た
巨
大
な
ド
ッ
グ
の

見
学
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
史
を
た
ど
る
極
め
て
意

義
深
い
研
修
で
し
た
。

研
修
の
準
備
、
引
率
を

し
て
い
た
だ
い
た
松
下
常

任
理
事
は
じ
め
関
係
各
位

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

秋
川
地
区
防
衛
協
会

女
性
部
会
長

戸
田
幸
子
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（
１
面
の
続
き
）

以
下
、
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た

昭
和
64
年
ま
で
の
主
要
な
活
動
を
年
代
順
に
記
述

し
ま
す
。

ア

海
外
軍
事
視
察
（
海
外
研
修
）

○
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
欧
州

〇
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
韓
国
・
台
湾
・
沖
縄

〇
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
韓
国

〇
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
香
港
・
台
湾

〇
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ

イ

国
内
現
地
研
修

〇
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
北
海
道
、
以
後
、
平

成
３
年
（
１
９
９
１
）
ま
で
の
間
に
北
海
道
、

新
潟
、
佐
渡
、
沖
縄

ウ

自
衛
隊
激
励
・
支
援

〇
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
雫
石
航
空
機
事
故
救

援
募
金

〇
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
伊
豆
沖
地
震
慰
問
品

〇
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
東
部
方
面
隊
大
震
災

対
処
演
習
支
援

〇
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
三
宅
島
噴
火
災
害
慰

問
・
激
励

〇
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
日
航
機
墜
落
事
故
災

害
支
援
、
日
米
共
同
訓
練
支
援

エ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
激
励
支
援

〇
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

クオ

政
府
等
へ
の
要
望

〇
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
立
川
市
の
自
衛
官
住

民
登
録
拒
否
に
対
し
て
立
川
市
に
抗
議
、
政
府
・

政
党
に
是
正
要
望

〇
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
有
事
法
制
・
機
密
保

護
法
制
定
に
関
し
政
府
・
政
党
に
要
望

〇
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
防
衛
問
題
・
同
予
算

に
関
し
政
府
・
政
党
に
要
望

カ

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
の
結
成

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
６
月
か
ら
準
備
に
着

手
、
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
10
月
25
日
、
連
合

会
創
立
記
念
総
会
を
発
起
人
代
表
と
し
て
支
援
。

東
京
都
・
東
部
防
衛
協
会
会
長
の
宮
崎
輝
氏
が

初
代
会
長
に
就
任

こ
こ
で
、
東
京
都
防
衛
協
会
が
全
国
防
衛
協
会

連
合
会
結
成
に
尽
力
し
た
当
時
の
活
動
を
、
平
成

元
年
度
の
総
会
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

《

平
成
元
年
度
総
会
事
業
報
告

（
Ｈ
２
．
６
．
６
）
か
ら
抜
粋

》

幹
事
団
体
と
し
て
前
年
度
（
Ｓ
63
年
度
）
に
引

き
続
き
各
県
防
衛
協
会
等
と
連
絡
調
整
を
図
り
つ

つ
、
下
記
要
領
に
よ
り
全
国
組
織
の
結
成
に
率
先

努
力
し
た
。

１

島
田
理
事
長
等
が
全
国
組
織
結
成
に
つ
き
６

回
（
前
年
度
16
回
）
、
一
部
の
県
防
衛
協
会
を

訪
問
し
た
ほ
か
、
設
立
準
備
上
の
各
種
業
務
を

支
援

２

設
立
発
起
人
会
（
Ｈ
１
．
８
．
29
）
、
同
設

立
準
備
委
員
会
（
10
．
１
）
、
設
立
総
会
及
び

発
会
式
（
10
．
25
）
等
を
全
面
的
に
支
援

３

設
立
準
備
及
び
発
足
後
の
所
要
資
金
を
融
通

（
平
成
元
年
度
収
支
予
算
に
基
づ
き
実
施
）

４

事
務
局
に
よ
る
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
事
務

の
兼
任

こ
れ
ら
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
結
成
に
つ
い
て

の
本
会
の
尽
力
に
対
し
、
九
州
地
区
防
衛
協
会
連

絡
協
議
会
か
ら
昨
年
（
Ｈ
１
）
11
月
14
日
感
謝
状

が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
３
）
こ
の
期
間
の
活
動
の
総
括

国
内
外
と
も
に
防
衛
環
境
が
厳
し
い
中
、
首
都

東
京
の
防
衛
協
会
と
し
て
、
全
国
的
な
視
点
で
活

動
し
、
地
区
協
会
の
大
幅
な
増
加
を
成
し
遂
げ
る

と
と
も
に
東
部
防
衛
協
会
及
び
全
国
防
衛
協
会
連

合
会
の
設
立
に
当
た
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
し
た

期
間
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
29
年
１
月
号
に
続
く
）

（
１
面
の
続
き
）

以
下
、
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た

昭
和
64
年
ま
で
の
主
要
な
活
動
を
年
代
順
に
記
述

し
ま
す
。

ア

海
外
軍
事
視
察
（
海
外
研
修
）

○
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
欧
州

〇
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
韓
国
・
台
湾
・
沖
縄

〇
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
韓
国

〇
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
香
港
・
台
湾

〇
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ

イ

国
内
現
地
研
修

〇
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
北
海
道
、
以
後
、
平

成
３
年
（
１
９
９
１
）
ま
で
の
間
に
北
海
道
、

新
潟
、
佐
渡
、
沖
縄

ウ

自
衛
隊
激
励
・
支
援

〇
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
雫
石
航
空
機
事
故
救

援
募
金

〇
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
伊
豆
沖
地
震
慰
問
品

〇
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
東
部
方
面
隊
大
震
災

対
処
演
習
支
援

〇
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
三
宅
島
噴
火
災
害
慰

問
・
激
励

〇
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
日
航
機
墜
落
事
故
災

害
支
援
、
日
米
共
同
訓
練
支
援

エ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
激
励
支
援

〇
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

クオ

政
府
等
へ
の
要
望

〇
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
立
川
市
の
自
衛
官
住

民
登
録
拒
否
に
対
し
て
立
川
市
に
抗
議
、
政
府
・

政
党
に
是
正
要
望

〇
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
有
事
法
制
・
機
密
保

護
法
制
定
に
関
し
政
府
・
政
党
に
要
望

〇
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
防
衛
問
題
・
同
予
算

に
関
し
政
府
・
政
党
に
要
望

カ

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
の
結
成

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
６
月
か
ら
準
備
に
着

手
、
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
10
月
25
日
、
連
合

会
創
立
記
念
総
会
を
発
起
人
代
表
と
し
て
支
援
。

東
京
都
・
東
部
防
衛
協
会
会
長
の
宮
崎
輝
氏
が

初
代
会
長
に
就
任

こ
こ
で
、
東
京
都
防
衛
協
会
が
全
国
防
衛
協
会

連
合
会
結
成
に
尽
力
し
た
当
時
の
活
動
を
、
平
成

元
年
度
の
総
会
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

《

平
成
元
年
度
総
会
事
業
報
告

（
Ｈ
２
．
６
．
６
）
か
ら
抜
粋

》

幹
事
団
体
と
し
て
前
年
度
（
Ｓ
63
年
度
）
に
引

き
続
き
各
県
防
衛
協
会
等
と
連
絡
調
整
を
図
り
つ

つ
、
下
記
要
領
に
よ
り
全
国
組
織
の
結
成
に
率
先

努
力
し
た
。

１

島
田
理
事
長
等
が
全
国
組
織
結
成
に
つ
き
６

回
（
前
年
度
16
回
）
、
一
部
の
県
防
衛
協
会
を

訪
問
し
た
ほ
か
、
設
立
準
備
上
の
各
種
業
務
を

支
援

２

設
立
発
起
人
会
（
Ｈ
１
．
８
．
29
）
、
同
設

立
準
備
委
員
会
（
10
．
１
）
、
設
立
総
会
及
び

発
会
式
（
10
．
25
）
等
を
全
面
的
に
支
援

３

設
立
準
備
及
び
発
足
後
の
所
要
資
金
を
融
通

（
平
成
元
年
度
収
支
予
算
に
基
づ
き
実
施
）

４

事
務
局
に
よ
る
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
事
務

の
兼
任

こ
れ
ら
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
結
成
に
つ
い
て

の
本
会
の
尽
力
に
対
し
、
九
州
地
区
防
衛
協
会
連

絡
協
議
会
か
ら
昨
年
（
Ｈ
１
）
11
月
14
日
感
謝
状

が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
３
）
こ
の
期
間
の
活
動
の
総
括

国
内
外
と
も
に
防
衛
環
境
が
厳
し
い
中
、
首
都

東
京
の
防
衛
協
会
と
し
て
、
全
国
的
な
視
点
で
活

動
し
、
地
区
協
会
の
大
幅
な
増
加
を
成
し
遂
げ
る

と
と
も
に
東
部
防
衛
協
会
及
び
全
国
防
衛
協
会
連

合
会
の
設
立
に
当
た
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
し
た

期
間
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
29
年
１
月
号
に
続
く
）

東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
２
）

東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
２
）

去る6月4日には、第１師団のヘリコプター

に立川基地から孫と搭乗できることとなり、

まさに天にも昇るような幸運を得ました。

当日、地上では風はやや強く

感じられましたが、熟達した

操縦技量により殆ど揺れもな

く、高度400ｍでの視界も良

く、時速200kmで15分間程の

飛行を楽しめました。

孫は、「まるで小人の町みたいで、観

覧車も小さく見えたよ。

富士山もよく見えた！」

と少々興奮気味でした。

「認識票」を手渡され

た時の緊張感など、孫

共々普通では絶対に味

わえない体験をさせて

頂き、また、孫からの

「評価」もちょっぴり

上がりましたのは、協

会をはじめ、第１師団

方々のご尽力によるも

のと心から感謝いたし

ております。

特別会員 丸岡昭夫

去る6月4日には、第１師団のヘリコプター

に立川基地から孫と搭乗できることとなり、

まさに天にも昇るような幸運を得ました。

当日、地上では風はやや強く

感じられましたが、熟達した

操縦技量により殆ど揺れもな

く、高度400ｍでの視界も良

く、時速200kmで15分間程の

飛行を楽しめました。

孫は、「まるで小人の町みたいで、観

覧車も小さく見えたよ。

富士山もよく見えた！」

と少々興奮気味でした。

「認識票」を手渡され

た時の緊張感など、孫

共々普通では絶対に味

わえない体験をさせて

頂き、また、孫からの

「評価」もちょっぴり

上がりましたのは、協

会をはじめ、第１師団

方々のご尽力によるも

のと心から感謝いたし

ております。

特別会員 丸岡昭夫

ま
る
で
小
人
の
町
、

観
覧
車
も
小
さ
く

み
え
た
よ
！

ま
る
で
小
人
の
町
、

観
覧
車
も
小
さ
く

み
え
た
よ
！

第１飛行隊
藤垣和貴３曹と共に
第１飛行隊
藤垣和貴３曹と共に

楽しい健康教室！楽しい健康教室！

「航空機（ＵＨ－１Ｊ）
体験搭乗―孫と共に」

「航空機（ＵＨ－１Ｊ）
体験搭乗―孫と共に」

掃海母艦「うらが」の前で掃海母艦「うらが」の前で

日
本
を
守
る
た
め
、

日
夜
勤
務
に
励
む

海
自
隊
員
に
感
謝
！

日
本
を
守
る
た
め
、

日
夜
勤
務
に
励
む

海
自
隊
員
に
感
謝
！

リ
オ
五
輪
に
お
い
て
、
自

衛
隊
体
育
学
校
の
江
原
騎
士

選
手
が
男
子
競
泳
八
百
ｍ
リ

レ
ー
、
荒
井
広
宙
選
手
が
男

子
50
㎞
競
歩
で
見
事
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
ロ
ン
ド
ン
五

輪
に
続
い
て
自
衛
隊
の
底
力

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
都
会
報
も
メ
ダ
ル
に

値
す
る
会
報
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支

援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

リ
オ
五
輪
に
お
い
て
、
自

衛
隊
体
育
学
校
の
江
原
騎
士

選
手
が
男
子
競
泳
八
百
ｍ
リ

レ
ー
、
荒
井
広
宙
選
手
が
男

子
50
㎞
競
歩
で
見
事
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
ロ
ン
ド
ン
五

輪
に
続
い
て
自
衛
隊
の
底
力

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
都
会
報
も
メ
ダ
ル
に

値
す
る
会
報
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支

援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

編
集
後
記

編
集
後
記

（
１
面
の
続
き
）

陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
の

練
度
の
高
さ
、
装
備
品
に

つ
い
て
日
本
の
技
術
力
の

高
さ
を
し
っ
か
り
認
識
で

き
た
研
修
で
し
た
。

（
会
員
の
所
見
か
ら
）

（
１
面
の
続
き
）

陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
の

練
度
の
高
さ
、
装
備
品
に

つ
い
て
日
本
の
技
術
力
の

高
さ
を
し
っ
か
り
認
識
で

き
た
研
修
で
し
た
。

（
会
員
の
所
見
か
ら
）

都
心
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
あ

り
な
が
ら
、
平
成
20
年
６
月

に
「
落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
」

が
環
境
省
の
「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
都
内
で
唯
一
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
水
に

恵
ま
れ
た
黒
目
川
や
そ
の
ほ

か
小
流
が
あ
り
、
小
山
台
遺

跡
公
園
な
ど
多
く
の
遺
跡
か

ら
旧
石
器
時
代
の
石
器
や
縄

文
時
代
の
住
居
跡
な
ど
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
恩
恵

に
よ
り
古
代
か
ら
人
々
が
集

い
暮
ら
す
地
と
し
て
形
成
発

展
し
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「
ま
ち
」
で
す
。

最
近
は
、
毎
年
１
月
恒
例

の
「
七
福
神
め
ぐ
り
」
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の

良
い
七
福
神
（
大
圓
寺
は
寿

老
尊
・
福
禄
寿
尊
・
恵
比
寿

尊
、
宝
泉
寺
は
弁
財
天
、
浄

牧
院
は
大
黒
天
尊
、
多
聞
寺

は
毘
沙
門
天
、
米
津
寺
は
布

袋
尊
）
を
祀
る
寺
院
が
人
気

で
、
川
沿
い
に
残
る
文
化
財

を
訪
ね
遊
歩
道
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

自
然
は
も
と
よ
り
駅
西
口

開
発
で
、
絶
景
と
言
わ
れ
て

い
る
冬
の
富
士
山
や
冬
至
の

前
後
に
は
山
の
真
上
に
夕
日

が
落
ち
る
様
子
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
富
士
」
が
駅
舎
か
ら
見

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

東
久
留
米
市
防
衛
協
会

取
材
・
構
成

小
山

弘

都
心
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
あ

り
な
が
ら
、
平
成
20
年
６
月

に
「
落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
」

が
環
境
省
の
「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
都
内
で
唯
一
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
水
に

恵
ま
れ
た
黒
目
川
や
そ
の
ほ

か
小
流
が
あ
り
、
小
山
台
遺

跡
公
園
な
ど
多
く
の
遺
跡
か

ら
旧
石
器
時
代
の
石
器
や
縄

文
時
代
の
住
居
跡
な
ど
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
恩
恵

に
よ
り
古
代
か
ら
人
々
が
集

い
暮
ら
す
地
と
し
て
形
成
発

展
し
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「
ま
ち
」
で
す
。

最
近
は
、
毎
年
１
月
恒
例

の
「
七
福
神
め
ぐ
り
」
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の

良
い
七
福
神
（
大
圓
寺
は
寿

老
尊
・
福
禄
寿
尊
・
恵
比
寿

尊
、
宝
泉
寺
は
弁
財
天
、
浄

牧
院
は
大
黒
天
尊
、
多
聞
寺

は
毘
沙
門
天
、
米
津
寺
は
布

袋
尊
）
を
祀
る
寺
院
が
人
気

で
、
川
沿
い
に
残
る
文
化
財

を
訪
ね
遊
歩
道
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

自
然
は
も
と
よ
り
駅
西
口

開
発
で
、
絶
景
と
言
わ
れ
て

い
る
冬
の
富
士
山
や
冬
至
の

前
後
に
は
山
の
真
上
に
夕
日

が
落
ち
る
様
子
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
富
士
」
が
駅
舎
か
ら
見

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

東
久
留
米
市
防
衛
協
会

取
材
・
構
成

小
山

弘

名所・名店名所・名店

圧
巻
！
総
火
演

圧
巻
！
総
火
演

東
久
留
米
市

東
久
留
米
市

大圓寺 七福神めぐり大圓寺 七福神めぐり

ダイヤモンド富士ダイヤモンド富士

小山台遺跡公園小山台遺跡公園

〈写真上〉
演習開始を
待つ会員
〈写真左〉
攻撃前進する
９０戦車

〈写真上〉
演習開始を
待つ会員
〈写真左〉
攻撃前進する
９０戦車煙幕を構成する部隊煙幕を構成する部隊


